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近年交通事故の発生は幹線道路に加えて生活道路まで及び、生活道路死亡事故率が高いこと、歩行

者・自転車事故が多いことは、わが国の交通事故の特徴となっている。このような現状において、当

研究グループは、PDCAサイクルを基本的枠組みとした「地方自治体向け交通事故半減モデル」の基礎

研究を進め、生活道路を含めた事故対策を実施、定量的効果測定を行なってきた。しかし、このモデ

ルの実践は鎌ヶ谷市への適用に止まっていた（下記URLより公開情報参照）。GISやインターネットを

利用した対策支援システムや交通安全担当者が備えるべき経験と運用技術について汎用化して他の

自治体等の交通安全対策当局に普及させるためには、基盤的枠組みの整備がもう一段必要である。本

研究においては、上述した基礎研究をベースとし、交通事故対策を実施するための運用技術を含む汎

用的プログラムの構築と適用方法を確立し、自治体等のより多くの交通安全対策当局に普及させるた

めの枠組みを開発・提案することを目的とする。なお、主たる研究項目は次の3点である。 

（１） 交通事故半減モデルの他自治体への移植と広域運用の実施 

（２） 対策支援システムの機能拡充 

（３） 交通事故半減モデルの汎用化 

ＵＲＬ（http://www.utef.co.jp/kamagaya、http://www.mlit.go.jp/road/demopro/result/h13/kamagaya.html、

http://www.mlit.go.jp/road/road/yusen/chiku_gaiyo/10/index.html） 
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研究の枠組み

事前対策効果評価方法の検討
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サブシステム

住民参加

担当者の取組み上
のノウハウを電子
的に蓄積し、ワーク
フローを汎用化
ナレッジデータベース

鎌ケ谷市に比べ都市規模が４倍の市川市 、1/2の白
井市へサブシステムの移植とＤＢの構築、運用を開始

交通事故半減スキームの隣接自治体への移植

①交通安全対策支援サブシステム

・電子地図データの階層化、索引図の活用によりレスポンスの改善

・データベース作成方法の改良

②ヒヤリ体験入力サブシステム

⇒導入する自治体のセキュリティレベルや特定

OSに依存せず、かつWebGISサービスのネッ
トワーク提供と電子地図データのネットワー

ク配信が一体化したシステムへ改良

　 ⇒事故電子データの一括取り込み機能を追加

　 ⇒他電子地図の道路属性データを利用した、交
差点、街路マスターの一括登録機能の追加

　 ⇒事故データとマスターデータのマッチングによ
るヘルスチェック機能の追加

API形式の地図ASPを活用したシステムへ移行



・業務実施上のﾉｳﾊｳを電子的に蓄積しﾜｰｸフローを汎用化
③教育プログラム（ナレッジDB）

・対策対象地区として、南大野地区を選定

・教育プログラムを参考とし、市の担当職員が
ヒヤリ体験アンケートとワークショップを実施

・住民は分析結果に強い関心
・住民との積極的な意見交換

・住民は分析結果に強い関心
・住民との積極的な意見交換

作業ワークフロー 作業内容
様式・事例・マニュアル集

各利用者が作業ワークフローを基点として、ハイパーリンクを
辿って目的の情報を獲得することができる。
各利用者が作業ワークフローを基点として、ハイパーリンクを
辿って目的の情報を獲得することができる。

市川市の担当職員

南大野地区の住民

対策効果の事前評価サブシステム
・鎌ヶ谷市での交差点ハンプ等による
速度抑制対策の事後評価例

・事故発生件数の事前・事後比較による評価の重み付け
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このような事後評価結果を、事前評価サブシステムに蓄積していく。
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速度抑制対策に関する客観的評価の
結果、速度抑制の効果を確認
速度抑制対策に関する客観的評価の
結果、速度抑制の効果を確認


